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このプレスリリースは 10 月 27 日にドイツ・コベストロ社が発表したものを日本語に翻訳したもので、報道関係者各位へ参考資

料として提供するものです。本資料の正式言語は英語であり、その内容および解釈については英語を優先します。原文は

www.covestro.com をご参照ください。 

 
 

安定した上昇基調：需要回復が続く 

コベストロ、2020年第3四半期の販売量・利益が大幅

に増加 

 主要製品販売量は 3.0%増 

 グループの売上高は約 28 億ユーロ（12.7%減） 

 コスト削減策実施が牽引し EBITDA は 4 億 5 千 6 百万ユーロ（7.3%増） 

 純利益は 1 億 7 千 9 百万ユーロ（21.8%増） 

 フリー・オペレーティング・キャッシュフローは 3 億 6 千百万ユーロ（48.6%増） 

 2020 年通年の業績予想を上方修正 

 買収（発表済）により、サステナブルなコーティング樹脂の世界最大手サプライヤーに 

 

2020 年第 3 四半期、コベストロの主要製品販売量は、大幅な需要回復を受け、前年比で 3.0%

増加しました。これは主に、APAC 地域（特に中国）の販売量増加が牽引したものです。一方グル

ープの売上高は、販売価格の低下により 12.７%減の約 28 億ユーロにとどまりました。主要財務

指標の速報値として 2020 年 10 月 9 日付で公表した通り、2020 年第 3 四半期の EBITDA は、公

表時の市場予測を上回り、前年同期比で 7.3%増の 4 億 5 千 6 百万ユーロとなりました。これは主

に、様々なコスト削減策の実施によるものです。純利益は 21.8%増の 1 億 7 千 9 百万ユーロ、フ
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リー・オペレーティング・キャッシュフロー（FOCF）は 3 億 6 千百万ユーロ（48.6%増）に増加

しました。これは営業キャッシュフローの増加に加え、有形固定資産の追加に要するキャッシュア

ウトを減少させたことによるものです。 

 

コベストロ CEO のマーカス・スタイレマンは、「コロナウイルスのパンデミックによる不確実性

は依然として残るものの、断固とした対策と適切な措置を講じてきた当社の取り組みの成果が現れ

てきました。第 3 四半期は当社の顧客産業にて需要が堅調に回復しています。今期の販売量増加

は、顧客のニーズに応え、的確なソリューションを提供している成果だと考えています」と述べて

います。 

 

2020年通年業績予想を発表：利益予想を上方修正 

 

コベストロは、2020 年 10 月 9 日に、2020 年の通年業績予想修正を発表しました。この予想

は、コロナウイルスのパンデミック抑制を目的とする経済活動の大幅な制限が再び実施されること

はないという前提に基づくものです。また、2020 年の EBITDA を 12 億ユーロと予想しています

（前回予想：7 億ユーロ～12 億ユーロ）。一方で、主要製品販売量では引き続き前年比減となる見

込みです。グループの FOCF は 0 億ユーロ～3 億ユーロ（前回予想：マイナス 2 億ユーロ～3 億ユ

ーロ）となる予想で、使用資本利益率（ROCE）は 1 桁台半ばのパーセンテージ（前回予想：マイ

ナス 1%～4%）を見込んでいます。 

 

コベストロ CFO 兼労務担当取締役のトーマス・トゥプファーは、「予想を上回るペースで、コロ

ナウイルスのパンデミックによる影響から回復しています。このため第 3 四半期には大幅な利益増

加を実現できました。当社は、効率的な事業運営に重点を置いているため、大きなコスト削減を達

成することができ、また利益率の上昇による恩恵も得ています。これをベースに、2020 年の利益

予想を上方修正することができました。さらに第 4 四半期の業績についても自信を持っています」

と述べています。 

 

買収（発表済）：コベストロはサステナブルなコーティング樹脂市場の世界最大手に 

 

2020 年 9 月 30 日、コベストロは、16 億 1 千万ユーロの買取価格で Royal DSM 社からレジン

ズ&ファンクショナルマテリアルズ事業（RFM）を買収する契約を締結しました。この取引は、コ

ベストロのサステナブルかつイノベーション主導型の事業を強化するための長期的な企業戦略にお
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いて重要な一歩となります。RFM を塗料・接着剤・スペシャリティーズ事業に統合することによ

り、サステナブルなコーティング樹脂という高成長市場における当社のポートフォリオが大幅に拡

大します。 

 

スタイレマンは、「今回発表した買収は、当社の事業の成長軌道を強化するもので、サーキュラ

ーエコノミーに向けたマイルストーンともなっています。RFM とともに、サステナブルな製品に

対する世界的なニーズをより的確に満たし、サーキュラーエコノミーへの移行に向けたイノベーシ

ョンを、さらに効果的に推進することができます」と述べています。 

 

2020 年 10 月 13 日、コベストロは、RFM 買収に関連する増資を無事に完了しました。当社

は、この増資において、発行可能株式を一部活用し、機関投資家向けに無額面の普通株式 1 千 20

万株を新たに発行しました。増資による調達総額は 4 億 4 千 7 百万ユーロとなり、これを事業買

収資金に充当します。 

 

全事業部門でコスト水準が低下：ポリウレタンとポリカーボネートの販売量が増加 

 

2020 年第 3 四半期、ポリウレタン事業の主要製品販売量は 4.3%増となりました。主に前年か

らの販売価格の引き下げ圧力と原料価格の低水準が続いたことから、売上高は 11%減の 13 億ユー

ロにとどまりました。ポリウレタン事業の EBITDA は 12.2%増の 2 億 2 千万ユーロとなりまし

た。販売量増加およびコスト削減策によるコスト水準低下により、利益が増加した結果です。 

 

2020 年第３四半期、ポリカーボネート事業の主要製品販売量は 3.6%増加しました。売上高は

11.1%減の 8 億百万ユーロとなりました。これは主に、原材料価格の下落による販売価格水準の下

落によるものです。ポリカーボネート事業の EBITDA は 12.1%増の 1 億 4 千 8 百万ユーロとなり

ました。コスト削減策によるコスト水準向上および利益率の上昇が利益にプラスの効果をもたらし

ました。 

 

2020 年第 3 四半期、塗料・接着剤・スペシャリティーズ事業の主要製品販売量は 6.9%減とな

りました。これは、自動車および輸送産業ならびに建設産業の需要減が響いたものです。売上高は

15.8%減の 4 億 9 千 5 百万ユーロとなりました。これは主に、総販売量の減少と平均販売価格の

低下によるものです。2020 年第３四半期の EBITDA は、10.8%減の 9 千９百万ユーロとなりま

した。要因は、販売量低下によるマイナスの効果と利益率の微減が利益を押し下げたためです。コ
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スト削減策の実施によるコスト水準の低下も、こうしたマイナスの影響を相殺するには至りません

でした。 

 

パンデミックにより第3四半期累計の業績が前年レベルを下回る 

 

コベストロの主要顧客産業では、2020 年上半期の厳しい状況を経て、第 3 四半期に需要が回復

しました。しかし、2020 年第３四半期累計の業績は、依然として前年を下回る水準にとどまりま

した。このため、2020 年第 3 四半期累計では、主要製品販売量が 7.9%減少し、グループの売上

高も 19.4%減の約 77 億ユーロとなりました。これは主に、販売価格の低下と総販売量の減少によ

るものです。その結果、EBITDA は 37%減の 8 億 3 千 5 百万ユーロ、純利益は 1 億 4 千 7 百万ユ

ーロ（71.5%減）となりました。また FOCF も 1 億 3 千 6 百万ユーロ（4.9%減）にとどまりまし

た。 

 

コベストロ社について 

コベストロ社は 2019 年売上高が 124 億ユーロの世界最大のポリマー製造企業のひとつです。主たる活動分野は、

高機能ポリマー材料の生産、および日常生活の多くの分野で使用されている製品の革新的ソリューションの開発で

す。主要な顧客は、自動車、建築、木材加工や家具、電気・電子、スポーツ・レジャー、コスメティック、ヘルス

ケア、そして化学の各産業です。コベストロ社は、世界中の 30 拠点に生産施設があり、社員数は 2019 年末で約

17,200 人です。詳しくはこちらをご覧ください。www.covestro.jp, Twitter: https://twitter.com/covestro 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【この件に関するお問い合わせ先】 

コベストロジャパン株式会社 

〒105-0011 東京都港区芝公園 1-7-6 KDX 浜松町プレイス 7F 

広報部 大槻 Tel:03-6403-9112 / Fax:03-3436-1540 

https://twitter.com/covestro
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コベストログループの主要データ 

 

  
2019 Q3  2020 Q3  前年比 

(百万ユーロ) (百万ユーロ) % 

 主要製品販売量 +5.3％ +3.0％   

 売上高 3,162  2,760  -12.7 

 売上高差異       

 販売量要因 +2.1% +1.0%   

 価格要因 -18.5% -9.0%   

 為替要因 +1.9% -3.3%   

 製品構成要因 -0.1% -1.4%   

 EBITDA ※1 425  456  +7.3 

 EBIT ※2 221  265  +19.9 

 当期純利益 147  179  +21.8 

 フリー・オペレーティング・キャッシュフロー 243 361 +48.6 

※2020 年 9 月 30 日付（前年同月同日比）    

 

※1 金利・税金・償却前利益 

※2 金利・税引前利益 

 

 

将来予想に関する記述 （Forward-Looking Statements） 

このニュースリリースには、コベストロ社による現在の試算および予測に基づく将来予想に関する記述 （Forward-Looking 

Statements） が含まれている可能性があります。さまざまな既知または未知のリスク、不確実性、その他の要因により、将来の

実績、財務状況、企業の動向または業績と、当文書における予測との間に大きな相違が生じることがあります。これらの要因には

コベストロのウェブサイト（www.covestro.com）に公開されている報告書に説明されているものが含まれます。コベストロは、

これらの将来予想に関する記述を更新し、将来の出来事または情勢に適合させる責任を負うものではありません。 

 

 


